
9 議会だより

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
朝
日
小
学
校
通
学
路
の
安
全
対
策

■
七
尾
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
市
の
定
住
促
進
住
宅

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
福
祉
入
浴
施
設
の
廃
止
に
よ
る
利
用
者
へ
の
負
担
軽
減

入
浴
施
設
を
利
用
し
や
す
い
体
制

強
化
を
！

　
　
　
　
　

サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
と
中
島
の
「
す
こ
や
か
」
に
あ
っ

た
福
祉
入
浴
施
設
が
老
朽
化
に
伴
い
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

施
設
で
は
入
浴
以
外
に
体
操
教
室
や
手
芸
教
室
な
ど
、
入
浴
で
心
身

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
な
ど

が
で
き
る
楽
し
い
交
流
の
場
で
あ
っ
た
。
今
回
、
高
齢
者
の
方
に
12

枚
綴
り
の
入
浴
券
を
補
助
し
、
市
内
の
入
浴
施
設
に
足
を
運
び
や
す

く
す
る
施
策
が
示
さ
れ
た
が
、
交
流
の
輪
を
継
続
で
き
る
対
策
と
、

各
地
域
の
周
遊
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
な
ど
を
し
て
周
辺
の
入
浴
施
設

を
利
用
し
や
す
い
体
制
強
化
を
お
願
い
し
た
い
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
と
中
島
の
「
す
こ
や
か
」

に
限
ら
ず
、
広
く
交
流
の
場
が
確
保
さ
れ
る
の
は
自
立
支
援
や
介
護

予
防
に
繋
が
る
。
市
で
は
介
護
予
防
グ
ル
ー
プ
デ
イ
な
ど
の
支
援
の

ほ
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
行
っ
て
い
る
寄
り
合
い
の
場
で
自
主

的
な
通
い
の
場
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ス
ル
ー
ト
に
つ

い
て
、
中
島
地
区
で
は
４
月
か
ら
「
す
こ
や
か
」
か
ら
「
い
や
し
の
湯
」

の
区
間
に
直
行
便
を
１
日
１
便
増
便
す
る
予
定
で
あ
る
。
田
鶴
浜
地

区
と
能
登
島
地
区
は
、
地
区
内
を
走
行
す
る
バ
ス
で
入
浴
施
設
を
発

着
す
る
便
が
あ
り
、
七
尾
地
区
は
「
ま
り
ん
号
」
や
路
線
バ
ス
で
最

寄
り
の
入
浴
施
設
の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

■
消
防
体
制
の
見
直
し
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て

消
防
体
制
の
見
直
し
た
成
果
は
！

　
　
　
　
　

昨
年
４
月
か
ら
和
倉
消
防
署
を
設
置
し
、
新
た
に
１
台

救
急
車
を
増
車
配
備
し
、
七
尾
鹿
島
全
体
で
６
台
の
救
急
車
が
配
備

さ
れ
た
が
、
救
急
車
の
配
備
先
の
救
急
出
動
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
３
消
防
署
体
制
と
な
っ
て
、
前
年
と
比
べ
て
対
応
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　

和
倉
消
防
署
の
救
急
出
動
件
数
は
、
１
月
末
で

５
３
９
件
。
全
体
の
出
動
件
数
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
２
２
０
件
増

の
２
６
２
６
件
で
、
そ
の
う
ち
和
倉
救
急
が
全
体
の
20
・
５
％
を
占

め
て
い
る
。
和
倉
救
急
が
増
え
た
こ
と
で
、
各
救
急
隊
の
出
動
率
は
、

七
尾
で
16
・
９
％
、
灘
浦
で
37
％
、
中
島
で
15
・
１
％
、
能
登
島
で

32
・
２
％
の
減
と
な
っ
た
。
同
じ
地
域
で
出
動
が
重
な
っ
た
場
合
、

以
前
は
遠
方
の
救
急
隊
で
カ
バ
ー
し
て
い
た
が
、
今
は
よ
り
近
い
救

急
隊
で
カ
バ
ー
で
き
、
現
場
到
着
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
救
急
車
の
到
着
時
間
は
全
体
的
に
約
２
分
半
短
縮
さ
れ
、

特
に
和
倉
温
泉
や
田
鶴
浜
地
区
へ
は
、
今
ま
で
10
分
か
か
っ
て
い
た

の
が
今
は
５
分
で
到
着
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
効
果
を
得
て

い
る
。
ま
た
、
３
消
防
署
体
制
に
よ
り
和
倉
消
防
署
か
ら
２
隊
同
時

出
動
も
可
能
と
な
り
、
早
期
か
ら
多
く
の
消
防
車
を
災
害
現
場
へ
投

入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
和
倉
消
防
署
に
は
、
化
学
車
を
中

心
と
し
た
特
殊
災
害
の
専
門
部
隊
を
編
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
総
合

的
に
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
た
。

杉木　勉 議員
（灘会）

木下 敬夫 議員
（無会派）

能越道七尾インター能越道七尾インター

■
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

能
越
道
未
着
工
区
間
の
早
期
完
成
を
！

　
　
　
　
　

七
尾
市
の
就
業
者
数
の
約
７
割
を
占
め
る
の
が
第
３
次

産
業
で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
柱
で
あ
る
観
光
政
策
は
、
地
域
経
済
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
大
切
な
政
策
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
様
々
な
要
因
で
七
尾
市
に
訪
れ
る
観
光
客
が
減
少
し
、
そ
れ
に
立

ち
向
か
う
た
め
の
政
策
を
打
ち
続
け
て
い
る
が
、
観
光
入
り
込
み
客

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
観
光
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
欠
か

す
こ
と
が
出
来
な
い
要
素
で
あ
り
、
能
越
自
動
車
道
七
尾
イ
ン
タ
ー

か
ら
の
未
着
工
区
間
の
少
し
で
も
早
い
開
通
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の

見
込
み
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　

七
尾
イ
ン
タ
ー
か
ら
３
・
４
㎞
に
つ
い
て
、
地
元
へ
の
説

明
会
は
終
わ
っ
て
お
り
、
今
年
の
２
月
に
は
計
画
路
線
の
中
心
を
示

す
杭
を
打
つ
と
き
に
私
も
立
ち
会
っ
た
。
一
歩
ず
つ
着
実
に
事
業
が

進
捗
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
今
後
、
国
お
い
て
、
用
地
取
得

が
進
み
、
七
尾
市
と
し
て
も
用
地
取
得
の
際
に
は
し
っ
か
り
と
全
面

的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。
１
日
も
早
い
開
通
に
向
け
て
、
必
要
な

予
算
を
国
に
お
い
て
確
保
す
る
よ
う
に
毎
年
や
っ
て
い
る
が
、
議
会
、

経
済
界
、
関
係
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、
国
に
対
し
て
し
っ
か
り
と

お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
協
力
を

お
願
い
す
る
。

中島健康老人福祉センターすこやか中島健康老人福祉センターすこやか

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
市
財
政
の
健
全
性

■
中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進　

■
断
水
災
害
に
備
え
る
対
策

 
一
般
質
問

 

一
般
質
問

 
一
般
質
問
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杉
木
議
員

木
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議
員

不
嶋
市
長
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（無会派）

長
門
消
防
長

津
田
健
康
福
祉
部
長

和倉消防署の車両和倉消防署の車両

七尾市議会だより 検索


